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1　和光市域の地理的状況
　和光市、朝霞市を含む周辺地域は古代では、新羅郡（註１）と称され、範囲としては、現和光
市、朝霞市、志木市、新座市、練馬区周辺の旧橋戸村、旧小榑村の範囲と推定されている。和光市
域では、新羅から転訛した新座（爾比久良）（註 2）―「新倉」、シラギ―シラク―「白子」などの
地名が現在も残ることから、和光市での遺跡の状況を考え、今回のシンポジウムの足掛りとなれ
ばと思い資料とした。
　現在の和光市域は、県境の白子川を境に東側が東京都板橋区、南側も一部（白子 1丁目）を除
き白子川右岸が東京都練馬区となっている。近代までは、練馬区まで上白子村であり、江戸時代
の白子一帯は、伊賀者の給地として年貢米の米蔵が練馬区大泉町にあったと言われており、大泉
氷川神社には現在も伊賀者によって奉納された手水石と鳥居が残っています。
　市域は、地理的には荒川低地と武蔵野台地に分かれ、遺跡の多くは荒川低地に面した台地上と
台地を開析する小河川の谷の上に分布しています。市内には 43箇所の遺跡があり、そのうち 13
遺跡で奈良・平安時代の遺構と遺物が検出されています。中でも榎堂遺跡（№11-023）は、荒川低
地の自然堤防上の遺跡で、古墳時代前期の方形周溝墓のほか、平安時代の掘立柱建物跡、溝など
が検出されています。その他台地上では、荒川に面した台地縁辺部に吹上遺跡（№11-013）、午王
山遺跡（№11-005）、花ノ木遺跡（№11-002）などが分布し、白子川左岸の崖上には、市場峡・市
場上遺跡（№11-017）、城山遺跡（№11-022）が存在しています。奈良・平安時代の遺跡分布とし
ては、白子川左岸に於いては城山遺跡より上流部では、遺構を伴う遺跡は確認されていません。
同じく市内の小支谷の奥まった遺跡でも遺構は確認されず、和光市内では、市域の南半分では、
奈良・平安時代の遺跡が展開していないことが見えてきています。

2　和光市の新羅郡の時代
　今回のシンポジウムⅢ部基調報告「和光市の遺跡」の資料は、和光市内の奈良・平安時代全て
の住居跡の集成ではなく、奈良・平安時代の主な資料であり、大きな時期区分としてとらえられ
る様に展開しています。　
　新羅郡建郡以前として、７世紀末から８世紀初頭の遺跡では、仏ノ木遺跡（№11-036）で墓と
みられる円形周溝の溝より、湖西産の須恵器壺と土師器坏が出土しています。下里遺跡（№11-0012）
でも、同期の住居跡が１件検出され、湖西産の須恵器坏が出土しています。
　８世紀代の遺跡では、吹上遺跡第３次調査の第 13号、第 29号、第 53号、第 36号住居跡（第
6～ 10図）などが建郡直前から建郡（758 年）後にかけての時期とみられ、午王山遺跡Ｈ10号
住居跡（第 12図）も建郡後の時期とみられ、花ノ木遺跡事業団調査区の第６号住居跡（第 15図）
も建郡後少し時期が下ったころとみられます。
　９世紀前半では、吹上遺跡第３次第 15号住居跡、花ノ木遺跡第 13次第 38号住居跡、花ノ木
遺跡事業団調査区の第 9号住居跡（第 18図）、漆台遺跡第１号住居跡（第 25図）などが検出さ
れ、漆台遺跡では、須恵器円面硯が出土しています。
　９世紀半ばから後半では、花ノ木遺跡事業団調査区第７号住居跡（第 20～ 22・31図）、峯遺

跡第１号住居跡（第 26図）、花ノ木遺跡第２次第 3号住居跡（第 24図）などあり、事業団調査
区の第７号住居跡では、焼失住居ということもあり、須恵器の坏・甕のほか火熨斗、落とし鍵な
ど特殊な遺物が出土しています。これらは、埼玉県指定文化財であり、脆弱なため今回の展示で
は写真資料の展示のみとなります。
　9世紀末期では、花ノ木遺跡第 2次第 2号住居跡（第 23図）、市場峡・市場上遺跡第 8次第 6
号住居跡（第 29図）、市場峡・市場上遺跡第 7次第 3号住居跡（第 28図）などである。市場峡・
市場上遺跡第7次第3号住居跡は、須恵器坏の底面に「吉井」と書かれた墨書土器が出土しています。
　10世紀に入る住居跡は、峰前遺跡第 5号住居跡（第 27図）があり、同住居跡からは、墨書
で「加」の下に「万」が合わさった吉祥文字が書かれている須恵器坏のほか、判別できない墨書
土器も出土しています。　
　そのほかの特殊な遺物としては、吹上遺跡第3次調査区出土の腰帯の飾り金具の巡方（第30図）
のほか、峰前遺跡では、底面に墨書で「守」の文字が書かれている灰釉陶器皿（第 30図）が検
出されています。「守」とは、いわゆる「長官」の意味があります。前出の漆台遺跡の円面硯や
花ノ木遺跡事業団調査区第７号住居跡出土の火熨斗、落とし鍵などは、新羅郡の官衙関係の貴重
で重要な資料となります。
　新羅郡の時代に関係する遺構は、竪穴式住居跡がほとんどで、掘立柱建物跡の検出例は、今の
ところ榎堂遺跡、花ノ木遺跡の 2遺跡で検出されているのみです。
　花ノ木遺跡では、遺構配置図（第 14図）から見ると、事業団調査区、和光市調査区を含め８
世紀代の住居跡は３軒、９世紀代の住居跡は 15軒検出されています。そのほか、掘立柱建物跡
は 4棟確認されており、２間×３間の側柱建物跡が事業団調査区で１棟、第１２次調査区では
重複して２棟、第２次調査区では、柱跡が２本のみのため規模・主軸不明の 1棟が検出されてい
ます。規模がわかる３棟の主軸は揃っていないため、規則性は見られません。

３　終わりに
　和光市域の７世紀末から８世紀前半では、吹上遺跡第３次調査地点（第 5図）周辺で集落が見
られるようになります。その後の８世に半ば以降からは、集落遺跡内の出土遺物の時期と火熨斗
などの特殊遺物の出土例などの状況証拠から、花ノ木遺跡を中心とする新倉２丁目地域の舌状台
地上にある峰遺跡、峰前遺跡、漆台遺跡を含む約 200×900ｍの範囲（第 13図）が、官衙関係
遺跡とも考えたこともあるが、この遺跡群の地形は、馬の背状で平坦部が少なく平面的に正倉、
政庁などが計画的配置ができない地形であり、現に発掘調査でも長大な掘立柱建物跡は検出され
ていないことから、官衙関係の中心地には比定しえない場所である。
　ただし、幡羅官衙遺跡群において、中心となる実務官衙域や正倉院域の範囲外の南に存在する
下郷地区では、竪穴住居跡が多数検出され、官衙遺跡の周辺集落を成しています。新羅郡の正倉
院や実務官衙域はいまだ確認されていませんが、花ノ木遺跡一帯は、幡羅官衙遺跡群の下郷地区
と同様の遺跡群かもしれません。

註
（註 1）『続日本紀』（延歴 16（797）年発行）巻第二十一、「天平宝字二（758）年八月二十四日

帰化の新羅僧三十二人、尼二人、男十九人、女二十一人武蔵国の閑地に移す、これに於いて初め
て新羅郡を置く」と記載されている。また、同じく「天平宝字四（760）年四月二十八日帰化の
新羅人百三十一人を武蔵国に置く」と記載されている。
（註 2）『続日本紀』に新羅郡の地名が見えてから、呼称が変化し、『延喜式』（927）では「新座」
と記され、『和名類聚抄』（931 ～ 937）では「新座郡」は爾 ( に ) 比 ( ひ ) 久 ( く ) 良 ( ら ) 郡 ( ぐ
ん ) と読むと記載されている。現在でも新倉の地名が残る、和光市周辺が新羅郡の中心であった
ことが類推される。
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註
（註 1）『続日本紀』（延歴 16（797）年発行）巻第二十一、「天平宝字二（758）年八月二十四日

帰化の新羅僧三十二人、尼二人、男十九人、女二十一人武蔵国の閑地に移す、これに於いて初め
て新羅郡を置く」と記載されている。また、同じく「天平宝字四（760）年四月二十八日帰化の
新羅人百三十一人を武蔵国に置く」と記載されている。
（註 2）『続日本紀』に新羅郡の地名が見えてから、呼称が変化し、『延喜式』（927）では「新座」
と記され、『和名類聚抄』（931 ～ 937）では「新座郡」は爾 ( に ) 比 ( ひ ) 久 ( く ) 良 ( ら ) 郡 ( ぐ
ん ) と読むと記載されている。現在でも新倉の地名が残る、和光市周辺が新羅郡の中心であった
ことが類推される。
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第３図　第 1号住居跡平面図

第４図　第１号住居跡出土遺物

1　和光市域の地理的状況
　和光市、朝霞市を含む周辺地域は古代では、新羅郡（註１）と称され、範囲としては、現和光
市、朝霞市、志木市、新座市、練馬区周辺の旧橋戸村、旧小榑村の範囲と推定されている。和光市
域では、新羅から転訛した新座（爾比久良）（註 2）―「新倉」、シラギ―シラク―「白子」などの
地名が現在も残ることから、和光市での遺跡の状況を考え、今回のシンポジウムの足掛りとなれ
ばと思い資料とした。
　現在の和光市域は、県境の白子川を境に東側が東京都板橋区、南側も一部（白子 1丁目）を除
き白子川右岸が東京都練馬区となっている。近代までは、練馬区まで上白子村であり、江戸時代
の白子一帯は、伊賀者の給地として年貢米の米蔵が練馬区大泉町にあったと言われており、大泉
氷川神社には現在も伊賀者によって奉納された手水石と鳥居が残っています。
　市域は、地理的には荒川低地と武蔵野台地に分かれ、遺跡の多くは荒川低地に面した台地上と
台地を開析する小河川の谷の上に分布しています。市内には 43箇所の遺跡があり、そのうち 13
遺跡で奈良・平安時代の遺構と遺物が検出されています。中でも榎堂遺跡（№11-023）は、荒川低
地の自然堤防上の遺跡で、古墳時代前期の方形周溝墓のほか、平安時代の掘立柱建物跡、溝など
が検出されています。その他台地上では、荒川に面した台地縁辺部に吹上遺跡（№11-013）、午王
山遺跡（№11-005）、花ノ木遺跡（№11-002）などが分布し、白子川左岸の崖上には、市場峡・市
場上遺跡（№11-017）、城山遺跡（№11-022）が存在しています。奈良・平安時代の遺跡分布とし
ては、白子川左岸に於いては城山遺跡より上流部では、遺構を伴う遺跡は確認されていません。
同じく市内の小支谷の奥まった遺跡でも遺構は確認されず、和光市内では、市域の南半分では、
奈良・平安時代の遺跡が展開していないことが見えてきています。

2　和光市の新羅郡の時代
　今回のシンポジウムⅢ部基調報告「和光市の遺跡」の資料は、和光市内の奈良・平安時代全て
の住居跡の集成ではなく、奈良・平安時代の主な資料であり、大きな時期区分としてとらえられ
る様に展開しています。　
　新羅郡建郡以前として、７世紀末から８世紀初頭の遺跡では、仏ノ木遺跡（№11-036）で墓と
みられる円形周溝の溝より、湖西産の須恵器壺と土師器坏が出土しています。下里遺跡（№11-0012）
でも、同期の住居跡が１件検出され、湖西産の須恵器坏が出土しています。
　８世紀代の遺跡では、吹上遺跡第３次調査の第 13号、第 29号、第 53号、第 36号住居跡（第
6～ 10図）などが建郡直前から建郡（758 年）後にかけての時期とみられ、午王山遺跡Ｈ10号
住居跡（第 12図）も建郡後の時期とみられ、花ノ木遺跡事業団調査区の第６号住居跡（第 15図）
も建郡後少し時期が下ったころとみられます。
　９世紀前半では、吹上遺跡第３次第 15号住居跡、花ノ木遺跡第 13次第 38号住居跡、花ノ木
遺跡事業団調査区の第 9号住居跡（第 18図）、漆台遺跡第１号住居跡（第 25図）などが検出さ
れ、漆台遺跡では、須恵器円面硯が出土しています。
　９世紀半ばから後半では、花ノ木遺跡事業団調査区第７号住居跡（第 20～ 22・31図）、峯遺

跡第１号住居跡（第 26図）、花ノ木遺跡第２次第 3号住居跡（第 24図）などあり、事業団調査
区の第７号住居跡では、焼失住居ということもあり、須恵器の坏・甕のほか火熨斗、落とし鍵な
ど特殊な遺物が出土しています。これらは、埼玉県指定文化財であり、脆弱なため今回の展示で
は写真資料の展示のみとなります。
　9世紀末期では、花ノ木遺跡第 2次第 2号住居跡（第 23図）、市場峡・市場上遺跡第 8次第 6
号住居跡（第 29図）、市場峡・市場上遺跡第 7次第 3号住居跡（第 28図）などである。市場峡・
市場上遺跡第7次第3号住居跡は、須恵器坏の底面に「吉井」と書かれた墨書土器が出土しています。
　10世紀に入る住居跡は、峰前遺跡第 5号住居跡（第 27図）があり、同住居跡からは、墨書
で「加」の下に「万」が合わさった吉祥文字が書かれている須恵器坏のほか、判別できない墨書
土器も出土しています。　
　そのほかの特殊な遺物としては、吹上遺跡第3次調査区出土の腰帯の飾り金具の巡方（第30図）
のほか、峰前遺跡では、底面に墨書で「守」の文字が書かれている灰釉陶器皿（第 30図）が検
出されています。「守」とは、いわゆる「長官」の意味があります。前出の漆台遺跡の円面硯や
花ノ木遺跡事業団調査区第７号住居跡出土の火熨斗、落とし鍵などは、新羅郡の官衙関係の貴重
で重要な資料となります。
　新羅郡の時代に関係する遺構は、竪穴式住居跡がほとんどで、掘立柱建物跡の検出例は、今の
ところ榎堂遺跡、花ノ木遺跡の 2遺跡で検出されているのみです。
　花ノ木遺跡では、遺構配置図（第 14図）から見ると、事業団調査区、和光市調査区を含め８
世紀代の住居跡は３軒、９世紀代の住居跡は 15軒検出されています。そのほか、掘立柱建物跡
は 4棟確認されており、２間×３間の側柱建物跡が事業団調査区で１棟、第１２次調査区では
重複して２棟、第２次調査区では、柱跡が２本のみのため規模・主軸不明の 1棟が検出されてい
ます。規模がわかる３棟の主軸は揃っていないため、規則性は見られません。

３　終わりに
　和光市域の７世紀末から８世紀前半では、吹上遺跡第３次調査地点（第 5図）周辺で集落が見
られるようになります。その後の８世に半ば以降からは、集落遺跡内の出土遺物の時期と火熨斗
などの特殊遺物の出土例などの状況証拠から、花ノ木遺跡を中心とする新倉２丁目地域の舌状台
地上にある峰遺跡、峰前遺跡、漆台遺跡を含む約 200×900ｍの範囲（第 13図）が、官衙関係
遺跡とも考えたこともあるが、この遺跡群の地形は、馬の背状で平坦部が少なく平面的に正倉、
政庁などが計画的配置ができない地形であり、現に発掘調査でも長大な掘立柱建物跡は検出され
ていないことから、官衙関係の中心地には比定しえない場所である。
　ただし、幡羅官衙遺跡群において、中心となる実務官衙域や正倉院域の範囲外の南に存在する
下郷地区では、竪穴住居跡が多数検出され、官衙遺跡の周辺集落を成しています。新羅郡の正倉
院や実務官衙域はいまだ確認されていませんが、花ノ木遺跡一帯は、幡羅官衙遺跡群の下郷地区
と同様の遺跡群かもしれません。

註
（註 1）『続日本紀』（延歴 16（797）年発行）巻第二十一、「天平宝字二（758）年八月二十四日

帰化の新羅僧三十二人、尼二人、男十九人、女二十一人武蔵国の閑地に移す、これに於いて初め
て新羅郡を置く」と記載されている。また、同じく「天平宝字四（760）年四月二十八日帰化の
新羅人百三十一人を武蔵国に置く」と記載されている。
（註 2）『続日本紀』に新羅郡の地名が見えてから、呼称が変化し、『延喜式』（927）では「新座」
と記され、『和名類聚抄』（931 ～ 937）では「新座郡」は爾 ( に ) 比 ( ひ ) 久 ( く ) 良 ( ら ) 郡 ( ぐ
ん ) と読むと記載されている。現在でも新倉の地名が残る、和光市周辺が新羅郡の中心であった
ことが類推される。

（引用・参考文献）
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1　和光市域の地理的状況
　和光市、朝霞市を含む周辺地域は古代では、新羅郡（註１）と称され、範囲としては、現和光
市、朝霞市、志木市、新座市、練馬区周辺の旧橋戸村、旧小榑村の範囲と推定されている。和光市
域では、新羅から転訛した新座（爾比久良）（註 2）―「新倉」、シラギ―シラク―「白子」などの
地名が現在も残ることから、和光市での遺跡の状況を考え、今回のシンポジウムの足掛りとなれ
ばと思い資料とした。
　現在の和光市域は、県境の白子川を境に東側が東京都板橋区、南側も一部（白子 1丁目）を除
き白子川右岸が東京都練馬区となっている。近代までは、練馬区まで上白子村であり、江戸時代
の白子一帯は、伊賀者の給地として年貢米の米蔵が練馬区大泉町にあったと言われており、大泉
氷川神社には現在も伊賀者によって奉納された手水石と鳥居が残っています。
　市域は、地理的には荒川低地と武蔵野台地に分かれ、遺跡の多くは荒川低地に面した台地上と
台地を開析する小河川の谷の上に分布しています。市内には 43箇所の遺跡があり、そのうち 13
遺跡で奈良・平安時代の遺構と遺物が検出されています。中でも榎堂遺跡（№11-023）は、荒川低
地の自然堤防上の遺跡で、古墳時代前期の方形周溝墓のほか、平安時代の掘立柱建物跡、溝など
が検出されています。その他台地上では、荒川に面した台地縁辺部に吹上遺跡（№11-013）、午王
山遺跡（№11-005）、花ノ木遺跡（№11-002）などが分布し、白子川左岸の崖上には、市場峡・市
場上遺跡（№11-017）、城山遺跡（№11-022）が存在しています。奈良・平安時代の遺跡分布とし
ては、白子川左岸に於いては城山遺跡より上流部では、遺構を伴う遺跡は確認されていません。
同じく市内の小支谷の奥まった遺跡でも遺構は確認されず、和光市内では、市域の南半分では、
奈良・平安時代の遺跡が展開していないことが見えてきています。

2　和光市の新羅郡の時代
　今回のシンポジウムⅢ部基調報告「和光市の遺跡」の資料は、和光市内の奈良・平安時代全て
の住居跡の集成ではなく、奈良・平安時代の主な資料であり、大きな時期区分としてとらえられ
る様に展開しています。　
　新羅郡建郡以前として、７世紀末から８世紀初頭の遺跡では、仏ノ木遺跡（№11-036）で墓と
みられる円形周溝の溝より、湖西産の須恵器壺と土師器坏が出土しています。下里遺跡（№11-0012）
でも、同期の住居跡が１件検出され、湖西産の須恵器坏が出土しています。
　８世紀代の遺跡では、吹上遺跡第３次調査の第 13号、第 29号、第 53号、第 36号住居跡（第
6～ 10図）などが建郡直前から建郡（758 年）後にかけての時期とみられ、午王山遺跡Ｈ10号
住居跡（第 12図）も建郡後の時期とみられ、花ノ木遺跡事業団調査区の第６号住居跡（第 15図）
も建郡後少し時期が下ったころとみられます。
　９世紀前半では、吹上遺跡第３次第 15号住居跡、花ノ木遺跡第 13次第 38号住居跡、花ノ木
遺跡事業団調査区の第 9号住居跡（第 18図）、漆台遺跡第１号住居跡（第 25図）などが検出さ
れ、漆台遺跡では、須恵器円面硯が出土しています。
　９世紀半ばから後半では、花ノ木遺跡事業団調査区第７号住居跡（第 20～ 22・31図）、峯遺

跡第１号住居跡（第 26図）、花ノ木遺跡第２次第 3号住居跡（第 24図）などあり、事業団調査
区の第７号住居跡では、焼失住居ということもあり、須恵器の坏・甕のほか火熨斗、落とし鍵な
ど特殊な遺物が出土しています。これらは、埼玉県指定文化財であり、脆弱なため今回の展示で
は写真資料の展示のみとなります。
　9世紀末期では、花ノ木遺跡第 2次第 2号住居跡（第 23図）、市場峡・市場上遺跡第 8次第 6
号住居跡（第 29図）、市場峡・市場上遺跡第 7次第 3号住居跡（第 28図）などである。市場峡・
市場上遺跡第7次第3号住居跡は、須恵器坏の底面に「吉井」と書かれた墨書土器が出土しています。
　10世紀に入る住居跡は、峰前遺跡第 5号住居跡（第 27図）があり、同住居跡からは、墨書
で「加」の下に「万」が合わさった吉祥文字が書かれている須恵器坏のほか、判別できない墨書
土器も出土しています。　
　そのほかの特殊な遺物としては、吹上遺跡第3次調査区出土の腰帯の飾り金具の巡方（第30図）
のほか、峰前遺跡では、底面に墨書で「守」の文字が書かれている灰釉陶器皿（第 30図）が検
出されています。「守」とは、いわゆる「長官」の意味があります。前出の漆台遺跡の円面硯や
花ノ木遺跡事業団調査区第７号住居跡出土の火熨斗、落とし鍵などは、新羅郡の官衙関係の貴重
で重要な資料となります。
　新羅郡の時代に関係する遺構は、竪穴式住居跡がほとんどで、掘立柱建物跡の検出例は、今の
ところ榎堂遺跡、花ノ木遺跡の 2遺跡で検出されているのみです。
　花ノ木遺跡では、遺構配置図（第 14図）から見ると、事業団調査区、和光市調査区を含め８
世紀代の住居跡は３軒、９世紀代の住居跡は 15軒検出されています。そのほか、掘立柱建物跡
は 4棟確認されており、２間×３間の側柱建物跡が事業団調査区で１棟、第１２次調査区では
重複して２棟、第２次調査区では、柱跡が２本のみのため規模・主軸不明の 1棟が検出されてい
ます。規模がわかる３棟の主軸は揃っていないため、規則性は見られません。

３　終わりに
　和光市域の７世紀末から８世紀前半では、吹上遺跡第３次調査地点（第 5図）周辺で集落が見
られるようになります。その後の８世に半ば以降からは、集落遺跡内の出土遺物の時期と火熨斗
などの特殊遺物の出土例などの状況証拠から、花ノ木遺跡を中心とする新倉２丁目地域の舌状台
地上にある峰遺跡、峰前遺跡、漆台遺跡を含む約 200×900ｍの範囲（第 13図）が、官衙関係
遺跡とも考えたこともあるが、この遺跡群の地形は、馬の背状で平坦部が少なく平面的に正倉、
政庁などが計画的配置ができない地形であり、現に発掘調査でも長大な掘立柱建物跡は検出され
ていないことから、官衙関係の中心地には比定しえない場所である。
　ただし、幡羅官衙遺跡群において、中心となる実務官衙域や正倉院域の範囲外の南に存在する
下郷地区では、竪穴住居跡が多数検出され、官衙遺跡の周辺集落を成しています。新羅郡の正倉
院や実務官衙域はいまだ確認されていませんが、花ノ木遺跡一帯は、幡羅官衙遺跡群の下郷地区
と同様の遺跡群かもしれません。

註
（註 1）『続日本紀』（延歴 16（797）年発行）巻第二十一、「天平宝字二（758）年八月二十四日

帰化の新羅僧三十二人、尼二人、男十九人、女二十一人武蔵国の閑地に移す、これに於いて初め
て新羅郡を置く」と記載されている。また、同じく「天平宝字四（760）年四月二十八日帰化の
新羅人百三十一人を武蔵国に置く」と記載されている。
（註 2）『続日本紀』に新羅郡の地名が見えてから、呼称が変化し、『延喜式』（927）では「新座」
と記され、『和名類聚抄』（931 ～ 937）では「新座郡」は爾 ( に ) 比 ( ひ ) 久 ( く ) 良 ( ら ) 郡 ( ぐ
ん ) と読むと記載されている。現在でも新倉の地名が残る、和光市周辺が新羅郡の中心であった
ことが類推される。
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第 13図 第 14図　花ノ木遺跡遺構位置図
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第 20図　第７号住居跡平面図
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